
○ 普段、介護の業務を行う上で、不安を感じている内容については、合計では

いずれの教育内容についても「少し不安を感じている」が最も多く、各サービ

スについても同様であつた。「社会の理解」、「障害の理解」
'に ついては、30%以

上が「不安である」とした。

【質問 18 普段、介護の業務を行う上で、不安を感じている内容について】

く合 計〉

内   容 設   間

1.不安はな
い 。

2 あまり不
安は感じて
いない。

3 少し不安
を 感 じて
いる。

4.不安でと
る。

5 わからな
い 。

人
間
と
社
会

人間の尊厳と
自立

介護における尊厳の保持・自立支援

5.49 28.6, 48.69 1539

社会の理解
人間の生活と福祉とのかかわり、
社会保障制度、介護保険制度 等

魃
18.69 45.09 30.29 3.49

介

護

介護の基本

介護福祉士の役割・法的規定ヽ
介護を必要とする人の暮らしの理解
介護実践する上での連携、
介護における安全の確保 等

鼈 浙
27.89 49 8, 17.4, 1.49

コミュ_ケー
ション技術

利用者・家族とのコミュニケーション、
職員間のコミュニケーション 等

躙
35.69 44169 1259 0.3,

生活支援技術
自立に向けた居住環境の整備、
自立に向けた移動の支援、
自立に向けた食事の支援 等

輻 澤藝鞭揚
32.69 48.19 127,

介護過程
アセスメントに基づく介護計画の立案・
‐ビス提供の実施・評価の一連の過程

サ

等
舗餞 襦 晰

26.71 47.0, 18.79 44,

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

発達と老化の
理解

老化に伴う平ころとからだの変化 等
鰊 輻 魃

30.1 46.69 18.1 1.:49

認知症の理解
医学的側面から見た認知症の理解、
認知症に伴うこころとからだの変化 等

魃 晰 魃
21.21 49.5朝 25.1 1.4,

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等
鼈

2.1, 1511 48.29 31.41 3.39

らか

み

と

く

ろ

し

こ
の

こ
だ

人間の心理の理解、
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の

構造と機能及び観察の視点などの理解 等

輻
25.1 51.5, 18.5,
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〈在宅サービス〉

内  容 設   間

¬ 不安はな
い

2 あまり不
安は感 じて
いない

安

て

不
じ凡

感
る

を

い

３ 4 不安で夜
る

5。 わか らん
い

人
間
と
社
会

人間の尊厳と
自立

介護における尊厳の保持・自立支援
蝠 騨 轟磁盤1111

一黎
４

710, 32 49 46 4, 1259

社会の理解
人間の生活と福祉とのかかわり、
社会保障制度、介護保険制度 等

3.5) 20.99 46.99 26.8,

介

護

介護の基本

介護福祉士の役割・法的規定、
介護を必要とする人の暮らしの理解
介護実践する上での連携、
介護における安全の確保 等

蟷
4.7, 30.4, 49.3, i4.79 099

コミュ_ケー
ション技術

利用者・家族とのコミュニケーション、
職員間のコミュニケーション 等

黎
8 7ツ 37199 43.39 0`3,

生活支援技術
自立に向けた居住環境の整備、
自立に向けた移動の支援、
自立に向けた食事の支援 等

隋 魃 魃
5.69 35.89 46.0, 10.59 2.2,

介護過程
アセスメントに基づく介護計画の立案・サ
ービス提供の実施・評価の一連の過程 等

魃
4.69 29.0, 45′ 6) 16.79 4.19

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

発達と老化の
理解

老化に伴うこころとからだの変化 等
靱

4.99 32.5, 45.5, 15,7) 1.49

認知症の理解
医学的側面から見た認知症の理解、
認知症に伴うこころとからだの変化 等

蝠 蝠 魃 餞
21.6% 5159 22 19

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等
輻 魃

14.39 48.5, 31.8,

らヽか

み

と

く

ろ

し

こ

の

こ
だ

人間の心理の理解、
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の
構造と機能及び観察の視点などの理解 等

絣
25:6, 52.79 16.1

Ｅ
υ



く施設サービス〉

内  容 設   問

1 不安はな
い 。

2 あまり不
安は感 じて
いない。

3 少し不

"を 感 じ て
いる。

4 不安で左
る。

5 わからカ
い 。

人
間
と
社
会

人間の尊厳と
自立

介護における尊厳の保持・自立支援
軸 il礎 彗鰤彗酬軋

4.1 25.2) 47.89 20.49 2.59

社会の理解
人間の生活と福祉とのかかわり、
社会保障制度、介護保険制度 等

澁
3.59 20.99 42.99 34.0, 3.89

介

護

介護の基本

介護福祉士の役割・法的規定、
介護を必要とする人の暮らしの理解
介護実践する上での連携、
介護における安全の確保 等

魃 ψ劉籠
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盤 ■

一縫

市

Ｆ
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■

一

ル
″

，
一 辮

409 24.8, 49.0勁 20.9ツ 1.49

コミュ_ケ=
ション技術

利用者・家族とのコミュニケーション、
職員間のコミュニケーション 等

薄封蛇轟
33.39 44.79 15.69 02%

生活支援技術
自立に向けた居住環境の整備、
自立に向けた移動の支援、
自立に向けた食事の支援 等

躙
40, 26.21 50 69 16.7, 269

介護過程
アセスメントに基づく介護計画の立案・サ

ービス提供の実施・評価の一連の過程 等

‖え瘤漑 ||りi中

ド |

卸辮融̈ 黎
25.69 48 1ツ 21.1 2.99

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

発達と老化の

理解
老化に伴うこころとからだの変化 等

莉 は翻I

28 99 46.09 20159 1.49

認知症の理解
医学的側面から見た認知症の理解、
認知症に伴うこころとからだの変化 等

鰊
20 29 48.79 27.91

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等
魃 用

165, 49.0, 30.2, 2.69

「りか

み

と

く

ろ

し

こ

の

こ
だ

人間の心理の理解、
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の

構造と機能及び観察の視点などの理解 等

熙 轟
259 26.1 49.99 1999
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〈地域 密着型サー ビス )

内   容 設   間

1.不安はカ
い 。

2 あまり7
安は感 じて
いない。

3 少し不安
を 感 じて
いる。

4 不安で
る。

左 5 わからな
い 。

人
間
と
社
会

人間の尊厳と
自立

介護における尊厳の保持・自立支援
魃

38, 25.5, 54 09 14:29 2.59

社会の理解
人間の生活と福祉とのかかわり、
社会保障制度、介護保険制度 等

釉黎
16.49 43.89 32.2, 5.99

介

護

介護の基本

介護福祉士の役割・法的規定、
介護を必要とする人の暮らしの理解
介護実践する上での連携、
介護における安全の確保 等

陽動攀
26 39 51.7, 1819

コミュ_ケー
ション技術

利用者・家族とのコミュニケーション、
職員間のコミュニケーション 等

4.4勃 34.1 46 89 14.0, 079

生活支援技術
自立に向けた居住環境の整備、
自立に向けた移動の支援、
自立に向けた食事の支援 等

輛癬

鰤
2.49 34.61 49.1 11.8

介護過程
アセスメントに基づく介護計画の立案・

―ビス提供の実施・評価の一連の過程

サ

等

靱 |:櫛 輻
48.1 6.99

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

発達と老化の
理解

老化に伴うこころとからだの変化 等
吻 辟

26.9%|
”
■

認知症の理解
医学的側面から見た認知症の理解、
認知症に伴うこころとからだの変化 等

郡
撃

Л
■ 2.0,

障害の理解 障害の理解、障害の医学的側面の知識 等
輻 釉 鱚 勒 靱 :

46. 4.89

らヽか

み

と

ぐ

ろ

し

こ
の

こ
だ

人間の心理の理解、
食事・排泄・移動・睡眠等に関連した人体の

構造と機能及び観察の視点などの理解 等

趙 蘊 訪 繭 靱
2.3) 22.6〕 51.49 21.5: 2.39
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